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宮
崎
俊
行
教
授
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
宮
崎
俊
行
教
授
の
学
位
請
求
論
文
「
現
代
日
本
に
お
け
る
農
地
制
度
及
び
農

業
経
常
組
織
に
関
す
る
法
学
的
研
究
」
に
つ
い
て
審
査
し
、
そ
の
要
旨
を
次
の

通
り
報
告
す
る
。

　
本
論
文
は
、
大
別
し
て
、
左
の
三
編
に
分
け
ら
れ
る
。

　
第
一
編
「
農
業
法
人
の
研
究
」
（
昭
和
三
六
年
八
月
三
〇
日
発
刊
）

　
第
二
編
「
請
負
耕
作
と
農
業
生
産
法
人
」
（
昭
和
四
一
年
二
万
五
日
発
刊
）

　
第
三
編
「
現
代
日
本
農
業
法
学
の
課
題
」
（
近
刊
）

　
右
の
各
編
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
表
題
の
単
行
本
と
し
て
発
刊
さ
れ
、
又
は
、
発

刊
さ
れ
る
著
作
で
あ
る
。

　
一
　
第
一
編
「
農
業
法
人
の
研
究
」
は
、
農
業
法
人
に
関
す
る
法
律
制
度
の

確
立
以
前
（
農
業
基
本
法
制
定
以
前
）
の
時
期
に
お
げ
る
農
業
法
人
（
一
世
帯
一
法
人
）

に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。

　
第
一
章
「
農
業
法
人
の
実
態
」
に
お
い
て
は
、
農
業
法
人
問
題
の
発
祥
地
で

あ
る
徳
島
県
勝
浦
町
に
お
け
る
農
業
法
人
の
法
社
会
学
的
実
態
調
査
結
果
を
詳

細
に
報
告
し
た
上
で
、
農
民
の
企
業
主
体
性
の
確
立
と
人
間
的
開
放
へ
の
意
欲

が
、
過
重
な
課
税
負
担
軽
減
対
策
を
契
機
と
し
て
、
元
来
農
家
が
潜
在
的
に
負

載
し
て
い
た
中
問
法
人
的
性
格
を
、
有
限
会
社
の
形
式
を
通
じ
て
顕
在
化
せ
し

め
た
も
の
が
、
農
業
法
人
の
基
本
的
性
格
で
あ
る
、
と
規
定
す
る
。

　
　
　
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
第
二
章
「
農
業
法
人
と
農
地
法
」
に
お
い
て
は
、
当
時
の
実
定
国
家
法
と
し

て
の
農
地
法
上
、
右
の
如
き
本
質
を
持
つ
農
業
法
人
を
、
い
か
に
評
価
す
べ
き

か
の
法
解
釈
学
的
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
．
す
な
わ
ち
、
農
地
法
の
自
作
農
主

義
の
原
則
が
、
世
帯
（
農
業
経
営
単
位
）
を
基
準
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

み
て
、
一
世
帯
一
法
人
が
、
農
地
の
所
有
権
や
使
用
収
益
権
を
取
得
し
、
そ
れ

自
体
が
耕
作
事
業
主
体
と
な
る
こ
と
は
、
農
地
法
に
違
反
し
な
い
こ
と
を
論
じ

て
い
る
。

　
第
三
章
「
農
業
法
人
法
制
化
の
基
本
的
諸
問
題
」
に
お
い
て
は
、
農
業
法
人

の
実
態
に
即
応
す
る
立
法
論
を
、
農
民
の
人
間
的
解
放
を
終
局
目
的
と
し
て
、

共
同
化
法
人
と
一
世
帯
一
法
人
、
会
社
方
式
と
協
同
組
合
方
式
等
を
め
ぐ
っ

て
、
展
開
せ
し
め
て
い
る
．

　
本
編
の
附
章
「
農
家
相
続
の
研
究
」
は
、
農
業
法
人
研
究
の
前
提
を
な
す
も

の
で
あ
り
、
理
論
的
検
討
を
試
み
た
部
分
と
法
社
会
学
的
実
態
調
査
報
告
の
部

分
よ
り
成
る
も
の
で
あ
る
．

　
二
　
第
二
編
「
請
負
耕
作
と
農
業
生
産
法
人
」
は
、
農
業
基
本
法
制
定
（
農

業
生
産
法
人
制
度
の
創
設
）
の
時
期
よ
り
昭
和
四
一
年
の
間
に
お
け
る
、
請
負
耕

作
、
農
業
生
産
法
人
、
親
子
契
約
（
家
族
協
定
、
父
子
契
約
）
に
つ
い
て
の
研
究
で

あ
る
。

　
第
一
部
第
一
章
「
請
負
耕
作
の
実
態
」
に
お
い
て
は
、
機
械
化
技
術
に
裏
づ

け
ら
れ
た
、
請
負
耕
作
も
し
く
は
請
負
作
業
を
行
う
組
織
体
の
代
表
的
な
も
の

七
例
に
つ
い
て
の
、
詳
細
な
法
社
会
学
的
実
態
調
査
の
報
告
が
示
さ
れ
て
い

る
。　

第
一
部
第
二
章
「
請
負
耕
作
の
定
義
、
分
類
お
よ
び
社
会
経
済
的
意
義
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
　
　
　
（
一
〇
四
一
）
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お
い
て
は
、
実
定
法
た
る
農
地
法
の
解
釈
論
上
．
是
認
さ
れ
る
請
負
耕
作
（
耕

作
事
業
主
体
不
変
型
）
と
是
認
さ
れ
な
い
請
負
耕
作
（
耕
作
事
業
主
体
変
更
型
）
と
の

類
型
を
示
す
、
と
と
も
に
、
自
作
農
主
義
の
前
提
条
件
が
崩
潰
せ
ん
と
す
る
現

在
、
コ
ン
ト
冒
i
ル
・
シ
ス
テ
ム
方
式
（
各
別
農
家
世
帯
の
経
営
か
ら
加
工
、
出
荷

に
至
る
過
程
を
統
一
的
計
画
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
大
規
模
な
機
械
施
設
を
所
有
運
営

す
る
方
式
）
と
か
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
・
セ
ン
タ
ー
方
式
（
大
型
ト
ラ
ク
タ
i
、
直
播
機
、

コ
ン
バ
イ
ン
等
の
大
型
機
械
を
所
有
運
営
し
．
そ
の
機
械
の
オ
ペ
レ
イ
タ
ー
を
雇
傭
し
、

多
数
農
家
世
帯
か
ら
委
託
を
う
け
て
数
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
に
及
ぶ

農
地
の
作
業
を
行
う
方
式
）
等
の
、
所
有
、
経
営
、
労
働
の
分
離
に
関
す
る
各
種

の
方
式
が
実
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
兼
業
農
家
の
零
細
な
農
地
所
有

を
無
力
化
せ
ず
、
恒
産
と
恒
心
を
与
え
、
し
か
も
大
規
模
経
営
に
組
入
れ
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。

　
第
一
部
第
三
章
「
農
業
経
営
規
模
拡
大
と
組
織
的
対
応
」
に
お
い
て
は
、
ま

ず
、
右
の
「
零
細
農
地
所
有
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
規
模
経
営
」
を
実
現
し
て
い

る
諸
事
例
の
実
態
を
分
析
し
て
、
こ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
法
的
契
機
の
中
心

が
、
「
経
営
管
理
契
約
」
お
よ
び
「
土
地
所
有
権
の
制
限
（
利
用
の
共
通
性
）
の
承

認
」
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
．
次
い
で
、
大
型
機
械
化
技
術
に
裏

づ
け
ら
れ
た
、
請
負
耕
作
の
事
業
体
の
組
織
、
運
営
の
原
理
を
探
究
す
る
。
こ

こ
で
は
、
従
来
ほ
ぼ
均
質
的
な
自
作
農
に
よ
つ
て
成
り
立
つ
て
い
た
村
落
が
、

資
本
主
義
の
高
度
化
に
と
も
な
つ
て
、
少
数
の
専
業
農
家
と
お
び
た
だ
し
い
兼

業
農
家
と
に
分
解
さ
れ
て
行
く
契
機
が
、
反
面
同
時
に
、
専
業
農
家
と
兼
業
農

家
と
が
、
新
し
い
要
因
と
型
式
で
連
帯
、
結
合
す
る
契
機
で
も
あ
る
こ
と
に
着

目
し
て
、
従
来
の
会
社
法
原
理
で
も
協
同
組
合
法
原
理
で
も
な
い
、
第
三
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四
　
　
　
（
一
〇
四
二
）

業
体
原
理
を
創
造
す
る
必
要
性
と
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
事

業
体
原
理
の
根
幹
は
、
事
業
体
の
支
配
権
と
受
益
権
が
、
株
式
会
社
の
如
く
出

資
に
比
例
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
協
同
組
合
の
如
く
単
に
人
数
、
労
働
に
比

例
す
る
の
で
も
な
く
、
「
事
業
の
成
否
に
つ
い
て
の
関
心
度
そ
の
も
の
」
に
応
ず

べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
説
く
。

　
第
二
部
第
一
章
「
農
業
生
産
法
人
の
実
態
」
は
、
代
表
的
な
五
地
区
の
事
例

に
つ
い
て
、
詳
細
な
法
社
会
学
的
調
査
を
実
施
し
た
報
告
で
あ
る
。

　
第
二
部
第
二
章
「
農
業
生
産
法
人
の
法
的
諸
問
題
」
に
お
い
て
は
、
農
地
法

お
よ
び
農
業
協
同
組
合
法
の
解
釈
、
運
用
論
を
、
右
に
み
た
実
態
上
の
問
題
点

と
照
応
さ
せ
て
、
展
開
し
て
い
る
。

　
第
二
部
第
三
章
「
親
子
契
約
」
で
は
、
親
子
契
約
（
家
族
協
定
、
父
子
契
約
）
の

社
会
的
意
義
、
農
家
世
帯
の
内
部
構
造
の
法
社
会
学
的
分
析
を
試
み
、
そ
れ
を

根
拠
と
し
て
、
民
法
上
の
組
合
契
約
お
よ
び
扶
養
と
相
続
に
関
す
る
制
度
が
、

い
か
に
活
用
せ
ら
る
べ
き
か
と
の
現
実
的
且
法
学
的
検
討
を
行
つ
て
い
る
。
な

お
、
本
編
の
附
章
「
い
わ
ゆ
る
農
業
法
人
裁
判
と
そ
の
一
般
的
意
義
」
は
、
第

一
編
で
研
究
し
た
事
例
に
対
す
る
判
決
の
精
密
な
分
析
、
批
評
で
あ
る
。

三
　
第
三
編
「
現
代
日
本
農
業
法
学
の
課
題
」
は
、
昭
和
四
二
年
以
後
現
在
に

至
る
間
に
お
け
る
、
第
一
編
第
二
編
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
の
研
究
で
あ
る
。

本
論
全
体
を
貫
流
す
る
著
者
の
関
心
は
、
農
業
法
学
の
新
体
系
を
構
成
す
る
た

め
の
原
点
設
定
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
農
業
問
題
の
把
握
、

解
決
を
根
底
的
に
追
求
す
る
と
き
、
そ
こ
で
は
、
ま
ず
社
会
学
、
農
業
経
済
学

等
の
境
界
領
域
に
ふ
れ
ざ
る
を
得
ず
．
さ
ら
に
進
め
ば
、
近
代
な
い
し
現
代
の

社
会
、
国
家
、
法
、
思
想
等
の
基
本
的
体
制
に
行
き
当
る
と
い
う
。
と
こ
ろ



が
．
こ
れ
ら
の
体
制
が
、
い
ま
や
根
底
的
転
換
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
と
い
う
立

場
か
ら
、
農
業
法
学
の
新
体
系
構
成
の
た
め
に
は
、
単
な
る
実
定
法
解
釈
論
や

経
済
政
策
に
追
随
す
る
技
術
的
立
法
論
の
枠
を
超
え
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
従

来
の
い
わ
ゆ
る
専
門
の
枠
を
出
て
、
現
代
日
本
農
業
に
お
け
る
重
要
問
題
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。

　
第
一
章
「
家
族
協
定
（
親
子
契
約
、
父
子
契
約
）
」
に
お
い
て
は
、
第
二
編
第
二

部
第
三
章
で
の
研
究
を
基
礎
と
し
て
、
さ
ら
に
、
家
族
協
定
と
そ
の
背
後
に
あ

る
社
会
学
的
家
族
類
型
、
農
業
協
業
化
、
一
世
帯
一
法
人
化
等
と
の
関
連
を
論

じ
て
い
る
。

　
第
二
章
「
集
団
的
生
産
組
織
」
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
集
団
的
生
産
組
織
の

実
態
を
、
普
遍
的
お
よ
び
事
例
的
に
把
握
し
た
上
、
そ
の
社
会
的
性
格
を
ば
、

「
む
ら
」
の
単
位
性
を
基
盤
と
し
た
、
専
業
農
家
と
兼
業
農
家
と
の
対
立
を
内

に
含
み
な
が
ら
も
、
両
者
が
、
新
し
く
連
帯
し
て
、
経
済
高
度
成
長
の
激
流
の

中
で
、
懸
命
に
、
財
産
と
生
活
と
を
守
る
た
め
の
活
動
で
あ
る
と
規
定
す
る
。

し
た
が
つ
て
、
そ
こ
で
は
、
そ
の
基
盤
た
る
「
む
ら
」
自
身
が
高
能
率
機
能
集

団
た
る
べ
き
役
割
を
、
い
か
に
調
整
、
止
揚
す
べ
き
か
が
大
問
題
で
あ
り
、
こ

れ
を
な
し
得
る
が
如
き
組
織
の
定
立
と
運
用
の
原
理
は
、
一
般
企
業
体
と
は
異

つ
た
生
産
諸
要
素
の
結
合
関
係
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
べ
ぎ
こ
と
を
論
ず
る
。

　
第
三
章
「
協
業
経
営
（
協
同
経
営
）
」
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
経
済
的
実
質
と

。
広
的
型
態
と
の
関
係
を
論
じ
、
両
者
の
不
調
和
が
、
国
家
法
制
の
不
備
に
よ
る

場
合
の
多
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
次
い
で
、
土
地
、
労
働
、
資
本
、

技
術
、
経
営
の
五
要
素
の
相
互
関
係
、
協
業
経
営
体
の
類
型
な
い
し
段
階
の
差

に
応
じ
て
．
い
か
に
変
化
す
る
か
を
論
じ
、
さ
ら
に
、
「
い
え
」
お
よ
び
「
む
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ら
」
が
、
協
業
経
営
体
の
創
設
、
運
用
に
及
ぽ
す
影
響
、
特
に
国
家
法
の
態
度

と
の
ギ
ヤ
ツ
プ
を
説
い
て
、
明
快
で
あ
る
。

　
第
四
章
「
農
地
制
度
の
基
本
原
理
」
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
現
代
農
地
法
の

基
本
的
目
的
が
、
農
地
の
高
率
的
利
用
、
経
営
規
模
の
拡
大
、
農
民
の
人
間
的

解
放
の
三
っ
を
、
現
在
の
社
会
経
済
的
基
盤
の
上
に
実
現
す
る
こ
と
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
次
い
で
、
そ
の
具
体
的
方
法
と
し

て
、
農
地
の
所
有
権
ま
た
は
耕
作
権
の
移
転
、
設
定
を
と
も
な
わ
な
い
「
経
営

管
理
委
託
方
式
」
（
兼
業
農
民
か
そ
の
耕
作
事
業
に
必
要
な
経
営
活
動
の
現
実
の
担
当

を
他
の
者
－
専
業
農
民
又
は
そ
の
団
体
i
に
委
託
し
、
受
託
者
に
よ
つ
て
担
当
さ
れ
る
経

営
単
位
、
規
模
が
拡
大
す
る
方
式
）
ま
た
は
「
経
営
管
理
共
通
方
式
」
　
（
各
耕
作
事

業
主
体
が
自
ら
経
営
管
理
を
担
当
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
経
営
管
理
の
方
法
が
共
通

し
て
行
わ
れ
る
た
め
、
全
部
の
耕
作
事
業
な
い
し
そ
れ
に
供
さ
れ
る
農
地
が
、
共
通
の
統

一
的
経
営
管
理
に
服
し
一
単
位
と
な
る
方
式
）
の
重
要
性
を
か
ら
明
に
し
て
い
る
。

　
第
五
章
「
国
土
の
計
画
的
利
用
」
に
お
い
て
は
、
都
市
計
画
法
、
農
業
振
興

地
域
整
備
法
等
の
成
立
経
過
か
ら
考
え
て
、
そ
の
実
効
性
い
か
ん
、
ま
た
土
地

税
制
と
土
地
に
関
す
る
民
事
法
と
の
関
係
、
等
に
つ
い
て
の
原
理
的
研
究
に
向

つ
て
い
る
。

　
第
六
章
「
ア
グ
リ
・
ピ
ジ
ネ
ス
」
は
、
農
耕
部
門
と
農
業
資
材
（
機
械
、
肥

料
、
農
薬
、
燃
料
等
）
生
産
部
門
お
よ
び
農
産
物
の
加
工
流
通
部
門
の
三
部
門
を

結
合
し
、
全
体
と
し
て
こ
れ
を
と
ら
え
、
こ
の
名
称
を
以
て
呼
び
、
そ
の
相
互

の
関
連
に
お
け
る
法
的
問
題
点
の
所
在
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
七
章
「
農
業
基
本
法
の
下
に
お
け
る
農
業
の
回
顧
と
展
望
」
に
お
い
て

は
、
農
業
の
構
造
的
諸
問
題
は
、
農
民
の
「
い
え
」
、
「
む
ら
」
の
枠
内
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
　
　
　
（
一
〇
四
三
）



　
　
　
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

る
苦
闘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
未
解
決
で
あ
り
、
そ
の
解
決
に
は
、

「
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
創
造
を
必
要
と
す
る
旨
を
論
じ
て
い
る
。

　
な
お
、
本
論
の
附
章
「
農
業
法
判
例
研
究
」
は
、
農
地
法
お
よ
び
農
協
法
関

係
の
、
近
年
に
お
け
る
最
高
裁
判
所
の
九
判
例
の
分
析
、
批
判
で
あ
る
。

　
全
論
文
の
要
旨
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
全
編
を
通
じ
て
い
え
る
こ
と

は
、
著
者
が
法
社
会
学
的
な
実
証
的
研
究
を
積
み
累
ね
て
往
く
う
ち
に
、
こ
れ

を
基
礎
と
し
て
、
解
釈
法
学
的
研
究
と
立
法
論
的
研
究
を
巧
に
有
機
的
に
関
連

せ
し
め
た
勇
気
あ
る
努
力
を
推
称
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

　
法
学
と
社
会
学
、
農
業
経
済
学
等
と
の
境
界
領
域
の
学
問
的
研
究
は
、
先
人
未

踏
の
法
域
に
先
駆
者
的
努
力
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
困
難
な
仕
事
で
あ
る
が
、

著
者
は
、
こ
れ
に
敢
え
て
挑
戦
し
、
実
務
と
現
実
よ
り
捉
え
た
実
践
と
自
ら
信

ず
る
理
論
と
の
架
橋
を
遂
行
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
農
業
法
学
の
新
体
系
の
原
点
設
定
に
成
功
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
完
成
は
容

易
な
こ
と
で
は
な
い
。
著
者
の
将
来
の
研
究
に
待
つ
外
あ
る
ま
い
。

　
な
お
、
第
一
編
「
農
業
法
人
の
研
究
」
に
つ
い
て
は
、
日
大
法
学
部
長
で
あ

つ
た
高
梨
公
之
教
授
の
懇
切
な
書
評
が
あ
る
法
研
三
五
巻
二
号
）
。
第
二
編
「
請

負
耕
作
と
農
業
生
産
法
人
」
に
つ
い
て
は
、
高
梨
公
之
教
授
（
法
研
四
〇
巻
九
号
）
、

全
国
農
業
会
議
所
会
長
谷
山
行
毅
氏
（
三
田
評
論
六
六
二
号
）
、
全
国
農
業
会
議
所

茂
木
信
平
氏
（
「
農
業
協
同
組
合
」
一
九
六
七
年
二
月
号
）
、
農
業
総
合
研
究
所
長
綿
谷

赴
夫
氏
（
日
本
経
済
新
聞
昭
和
四
二
年
一
月
一
六
日
）
、
農
政
局
参
事
官
横
尾
正
之
氏

（
農
林
図
書
資
料
月
報
一
九
六
七
年
二
月
号
）
、
滋
賀
県
立
短
大
農
学
部
上
村
恵
一
教

授
（
「
農
業
と
経
済
」
昭
和
四
二
年
四
月
号
）
の
そ
れ
ぞ
れ
洛
立
場
よ
り
な
さ
れ
た
書

評
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
著
者
の
農
村
実
態
調
査
の
努
力
と
こ
れ
を
基
礎
と
す

一
五
六

（
一
〇
四
四
）

る
理
論
展
開
の
卓
越
性
を
認
め
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
本
論
文
に
よ
つ
て
示
さ
れ
た
宮
崎
俊
行
教
授
の
学
識
は
法
学
博

士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
に
充
分
に
値
す
る
も
の
と
認
め
る
。

　
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
慶
懸
義
塾
大
学
名
誉
教
授
　
法
学
博
士
　
今
泉
孝
太
郎

　
　
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
教
授
　
　
　
法
学
博
士
　
米
山
　
桂
三

　
　
　
　
　
　
慶
慮
義
塾
大
学
教
授
　
　
　
法
学
博
士
　
田
中
　
　
実

備
考
　
本
学
位
は
、
慶
感
義
塾
大
学
学
位
規
定
第
四
条
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。


